
○町の人口（２月１日現在）　 男15,224人　　女15,333人　　計30,557人（前月比+７人)　　世帯数8,424世帯（前月比+15） 
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●
合
併
の
方
式  

○
石
岡
市
、
東
茨
城
郡
美
野
里
町
、
新

治
郡
玉
里
村
及
び
同
郡
八
郷
町
を
廃
し

て
、
そ
の
区
域
で
新
し
い
市
を
設
置
す

る
新
設
合
併
と
し
ま
す
。 

 

●
合
併
の
期
日  

○
平
成
十
七
年
三
月
を
合
併
目
標
時
期

と
し
ま
す
。
具
体
的
な
期
日
に
つ
い
て

は
、
今
後
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
新
市
の
名
称
　
　 

○
公
募
を
行
い
、
小
委
員
会
を
設
け
て

名
称
候
補
を
選
定
し
ま
す
。 

（
公
募
は
終
了
し
ま
し
た
。
） 

 

●
新
市
の
事
務
所
の
位
置
　 

○
当
面
は
、
現
在
の
石
岡
市
役
所
の
位

置
と
し
ま
す
。 

○
石
岡
市
役
所
以
外
の
各
町
村
の
庁
舎

は
、
合
併
後
そ
れ
ぞ
れ
支
所
に
な
り
ま

す
。 

○
支
所
は
、
合
併
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。 

○
支
所
の
組
織
は
、
合
併
後
の
住
民
の

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政

組
織
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
適
切
な

時
期
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

○
新
庁
舎
は
、
国
の
財
政
支
援
措
置
が

受
け
ら
れ
る
期
間
内
に
建
設
し
ま
す
。 

○
具
体
的
な
建
設
の
時
期
や
位
置
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
、
新
市
で
検
討
し
ま

す
。 

 

●
財
産
の
取
扱
い
　
　 

○
一
市
二
町
一
村
の
所
有
す
る
財
産
及

び
債
務
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。 

 

●
議
会
議
員
の
定
数
と
任
期
の

取
扱
い 

○
一
市
二
町
一
村
の
議
会
議
員
は
、
合

併
特
例
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
、
合

併
後
一
年
八
ヶ
月
の
間
、
引
き
続
き

新
市
の
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
す
。 

 

●
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
と

任
期
の
取
扱
い
　
　
　 

○
新
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置

き
、
一
市
二
町
一
村
の
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、
合

併
特
例
法
の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
後

一
年
の
間
、
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
す
。 

 

●
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取

扱
い 

○
一
市
二
町
一
村
及
び
湖
北
水
道
企
業

団
の
一
般
職
の
職
員
は
、
新
市
の
職
員

と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
す
。 

○
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員

管
理
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。 

○
職
員
の
職
名
に
つ
い
て
は
、
人
事
管

理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点

か
ら
、
調
整
し
統
一
し
ま
す
。 

○
給
与
、
任
用
、
配
置
そ
の
他
の
身
分

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇

及
び
給
与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
調

整
し
統
一
し
ま
す
。 

 

●
特
別
職
の
職
員
の
身
分
の
取

扱
い 

○
特
別
職
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の

配
置
、
人
員
、
任
期
、
報
酬
に
つ
い

て
、
法
令
等
の
定
め
に
従
い
、
次
の
と

お
り
調
整
し
ま
す
。 

　
⑴
常
勤
の
特
別
職
の
任
期
等
に
つ

　
い
て
は
、
法
令
の
定
め
ら
れ
た
と
お

　
り
と
し
ま
す
。
給
料
月
額
は
、
現
行

　
金
額
及
び
同
規
模
の
自
治
体
の
例
な

　
ど
を
も
と
に
調
整
し
ま
す
。 

　
⑵
議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
の

　
委
員
の
報
酬
の
額
は
、
現
行
報
酬
額

　
及
び
同
規
模
の
自
治
体
の
例
を
参
考

　
に
調
整
し
ま
す
。 

　
⑶
教
育
委
員
会
の
委
員
、監
査
委
員
、

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
固
定

　
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
数
、

　
任
期
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
定
め
ら

　
れ
た
と
お
り
と
し
ま
す
。
報
酬
の
額

　
は
、
現
行
報
酬
額
及
び
同
規
模
の
自

　
治
体
の
例
な
ど
を
も
と
に
調
整
し
ま

　
す
。 

　
⑷
そ
の
他
条
例
等
で
定
め
る
特
別

　
職
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
市
二
町
一

　
村
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
新
市
に
お

　
い
て
引
き
続
き
設
置
す
る
必
要
の
あ

　
る
も
の
は
原
則
と
し
て
統
合
し
ま

　
す
。
一
市
二
町
一
村
の
う
ち
一
部

　
の
市
町
村
に
の
み
設
置
さ
れ
て
い
る

　
も
の
は
、
そ
の
必
要
性
を
判
断
し
て

　
調
整
し
ま
す
。
委
員
数
、
任
期
、
報

　
酬
額
等
は
現
行
制
度
を
も
と
に
調
整

し
ま
す
。 

 

　
新
設
合
併
の
場
合
、
各
市
町
村
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、
各
種
審
議

委
員
な
ど
は
す
べ
て
身
分
を
失
い
、
新

市
に
な
っ
て
新
た
に
選
挙
（
選
任
）
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
合
併
直
後
は
、
新
市
長
が
選
挙
さ
れ

る
ま
で
の
間
（
合
併
後
五
十
日
以
内
に

選
挙
を
実
施
）
は
、
一
市
二
町
一
村
の

長
で
あ
っ
た
も
の
の
中
か
ら
、
協
議
に

よ
り
新
市
の
職
務
執
行
者
を
決
め
て
、

暫
定
的
な
市
長
の
職
務
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

●
条
例
・
規
則
の
取
扱
い 

○
条
例
・
規
則
等
の
制
定
に
当
た
っ
て

は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
、
承
認
さ
れ

た
各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に
基

づ
き
、
次
の
区
分
の
と
お
り
整
備
し
ま

す
。 

⑴
合
併
と
同
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の

専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
、
施

行
さ
せ
る
も
の
。 

⑵
合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に

施
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の
。 

⑶
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ 

⑵

　
八
郷
町
は
、
石
岡
市
・
美
野
里
町
及
び
玉
里
村
と
平
成

　
八
郷
町
は
、
石
岡
市
・
美
野
里
町
及
び
玉
里
村
と
平
成 

十
五
年
五
月
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成
十
七
年
三
月

十
五
年
五
月
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成
十
七
年
三
月 

の
合
併
に
向
け
て
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
（
平
成

の
合
併
に
向
け
て
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
（
平
成 

十
六
年
二
月
一
日
）
ま
で
に
八
回
の
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

十
六
年
二
月
一
日
）
ま
で
に
八
回
の
合
併
協
議
会
が
開
催
さ 

れ
次
に
お
知
ら
せ
す
る
事
柄
が
決
ま
り
ま
し
た
。

れ
次
に
お
知
ら
せ
す
る
事
柄
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

　
八
郷
町
は
、
石
岡
市
・
美
野
里
町
及
び
玉
里
村
と
平
成 

十
五
年
五
月
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成
十
七
年
三
月 

の
合
併
に
向
け
て
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
（
平
成 

十
六
年
二
月
一
日
）
ま
で
に
八
回
の
合
併
協
議
会
が
開
催
さ 

れ
次
に
お
知
ら
せ
す
る
事
柄
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
市
町
村
合
併 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
合
併
協
議
会
事
務
局 

　
石
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
９（
３
５
）２
０
１
６ 



る
も
の
。 

 

●
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取

扱
い 

○
新
市
の
組
織
及
び
機
構
に
つ
い
て

は
、
次
の
事
項
を
基
本
と
し
て
合
併
ま

で
に
調
整
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
新
市

に
な
っ
て
か
ら
も
、
常
に
そ
の
組
織
機

構
を
見
直
し
、
効
率
化
に
努
め
、
規
模

や
配
置
等
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。 

　
⑴
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ

　
な
い
よ
う
配
慮
し
た
組
織
機
構 

　
⑵
住
民
の
声
を
適
正
に
反
映
す
る
こ

　
と
が
で
き
、
住
民
が
利
用
し
や
す
く

　
分
か
り
や
す
い
組
織
機
構 

　
⑶
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構 

　
⑷
新
市
建
設
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で

　
き
る
組
織
機
構 

　
⑸
指
揮
命
令
系
統
が
分
か
り
や
す
く
、

　
責
任
の
所
在
が
明
確
な
組
織
機
構 

　
⑹
地
方
分
権
や
新
た
な
行
政
課
題
に

　
柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
で
き
る
組

　
織
機
構 

○
個
別
調
整
方
針 

１
各
庁
舎
の
組
織
整
備
方
針
は
次
の
と

　
お
り
と
し
ま
す
。 

　
⑴
本
庁
は
、
市
全
体
に
係
る
政
策
、

　
施
策
、
総
合
的
な
調
整
事
務
、
管
理

　
事
務
及
び
各
支
所
の
所
管
す
る
区
域

　
以
外
の
市
域
に
関
す
る
事
務
を
所
掌

　
し
ま
す
。 

　
⑵
各
支
所
は
、
合
併
前
の
町
村
の
区

　
域
を
所
管
区
域
と
す
る
こ
と
を
基
本

　
と
し
て
、
本
庁
に
お
い
て
処
理
す
る

　
事
務
を
除
き
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
の
拠
点

　
と
し
て
所
管
区
域
を
対
象
と
し
た
地

　
域
振
興
を
図
り
ま
す
。 

　
⑶
既
存
の
出
張
所
は
、
住
民
サ
ー
ビ

　
ス
の
維
持
向
上
を
考
慮
し
存
続
し
ま

　
す
。 

２
組
織
に
つ
い
て
は
、
部
制
を
と
っ
て

　
い
る
石
岡
市
の
例
を
基
本
と
し
て
調

　
整
し
ま
す
。 

３
各
行
政
委
員
会
の
取
扱
い
は
、
各
関

　
係
法
令
に
基
づ
き
整
備
し
ま
す
。
　

　
　
ま
た
、
付
属
機
関
に
つ
い
て
は
、

　
原
則
と
し
て
統
合
す
る
も
の
と
し
ま

　
す
が
、
独
自
に
置
か
れ
て
い
る
付
属

　
機
関
に
つ
い
て
は
、
実
態
等
を
考
慮

　
し
整
備
し
ま
す
。 

 

●
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取

扱
い 

○
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

現
行
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
同
一
又
は
類
似
す
る
施
設
の
使
用

料
は
、
新
市
に
お
け
る
住
民
の
一
体
性

の
確
保
や
住
民
負
担
の
公
平
性
か
ら
、

で
き
る
限
り
統
一
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

○
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
適
正
な
負
担
額
を
検
討
し
、
合

併
時
に
統
一
し
ま
す
。 

 

●
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱

い ○
一
市
二
町
一
村
の
補
助
金
・
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業

目
的
、
効
果
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

従
来
か
ら
の
経
緯
や
実
情
等
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
新
市
に
お
い
て
公
共
的
必

要
性
、
有
効
性
、
公
平
性
か
ら
、
次
の

と
お
り
調
整
を
行
い
ま
す
。 

１
団
体
に
係
る
も
の 

　
⑴
一
市
二
町
一
村
で
同
一
又
は
同
種

　
の
補
助
金
・
交
付
金
等
は
、
関
係
団

　
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
統
一
の
方

　
向
で
調
整
し
ま
す
。 

　
⑵
一
市
二
町
一
村
で
の
独
自
の
補
助

　
金
・
交
付
金
等
は
、
制
度
の
経
緯
、

　
従
来
か
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
市

　
に
お
い
て
調
整
し
ま
す
。 

２
事
業
に
係
る
も
の 

　
⑴
一
市
二
町
一
村
で
同
一
又
は
同
種

　
の
補
助
金
・
交
付
金
等
は
、
制
度
の

　
統
一
化
に
向
け
て
調
整
し
ま
す
。 

　
⑵
一
市
二
町
一
村
で
独
自
の
補
助

　
金
・
交
付
金
等
は
、
事
業
の
実
績
を

　
踏
ま
え
、
新
市
で
市
域
全
体
の
均
衡

　
を
保
つ
よ
う
調
整
し
ま
す
。 

 

●
町
名
・
字
名
の
取
扱
い 

○
一
市
二
町
一
村
の
町
名
・
字
名
及
び

区
域
の
取
扱
い
は
、
原
則
と
し
て
、
現

行
の
ま
ま
存
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
大

字
」を
削
除
し
た
名
称
に
変
更
し
ま
す
。 

○
同
一
名
称
の
大
字
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、
検
討
し
ま

す
。 

 

●
慣
行
の
取
扱
い 

○
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の
花
、
木
、 

⑶

合併協議会の様子（石岡市保健センター） 

 

合併協議会の様子（石岡市保健センター） 

 



鳥
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新

た
に
制
定
し
ま
す
。 

○
名
誉
市
民
制
度
、
表
彰
制
度
に
つ
い

て
は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
制
定
し

ま
す
。
た
だ
し
、
既
存
の
名
誉
市
町
村

民
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
制

定
時
に
検
討
し
ま
す
。 

○
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
検
討
し
ま
す
。 

 

●
消
防
・
防
災
事
業
の
取
扱

い ○
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
事
業
の
取

扱
い 

　
⑴
交
通
安
全
対
策
及
び
環
境
の
整
備

　
は
新
市
に
お
い
て
、
新
た
に
調
整
し

　
ま
す
。 

　
⑵
交
通
安
全
関
係
機
関
・
団
体
等
は
、

　
新
市
に
お
い
て
新
た
に
調
整
し
ま

　
す
。 

　
⑶
防
犯
灯
は
、
当
面
現
行
ど
お
り
と

　
し
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
調
整
し

　
ま
す
。 

　
⑷
地
域
防
災
計
画
は
、
新
市
で
速
や

　
か
に
策
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
防
災

　
無
線
は
、
当
面
現
行
ど
お
り
運
用
し

　
ま
す
。 

○
非
常
備
消
防
業
務
の
取
扱
い 

   
消
防
団
は
、
当
面
現
行
ど
お
り
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
団
員
の
身
分
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
現
状
と
比
較
し
て
不

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
、
ま
た

報
酬
・
手
当
及
び
消
防
団
運
営
補
助
金

等
は
調
整
し
合
併
時
に
統
一
し
ま
す
。 

     

○
姉
妹
都
市
・
国

際
交
流
事
業 

○
姉
妹
都
市
は
、

新
市
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。 

○
中
学
生
海
外
派

遣
事
業
及
び
国
際

交
流
に
関
す
る
補

助
金
等
は
、
合
併

後
、
新
た
に
検
討

し
ま
す
。 

○
行
政
連
絡
機
構 

○
行
政
連
絡
機
構
は
、
新
市
に
お
い
て

も
設
置
し
ま
す
。 

○
行
政
連
絡
機
構
の
基
盤
と
な
る
自
治

会
、
行
政
区
、
町
内
会
等
の
組
織
は
、

各
地
域
の
住
民
が
歴
史
的
背
景
及
び

様
々
な
活
動
実
績
等
を
踏
ま
え
現
在
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
市
二
町

一
村
と
も
そ
の
体
系
を
異
に
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
当
面
は
現
行
ど
お
り
と

し
ま
す
が
、
住
民
と
行
政
と
の
連
携
が

図
れ
る
よ
う
、
自
治
会
、
行
政
区
、
町

内
会
等
の
組
織
と
協
議
し
、
合
併
後
一

年
を
目
途
に
調
整
し
ま
す
。 

○
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業 

○
基
幹
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
既
存
の
シ

ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
、

合
併
時
ま
で
に
統
合
し
ま
す
。 

○
そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
は
、
業
務
内
容

に
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、
統

合
を
図
り
ま
す
。 

◆
基
幹
電
算
シ
ス
テ
ム 

◇
﹇
住
民
情
報
系
﹈ 

住
民
記
録
、
税
記
録
、
福
祉
記
録
（
国

保
・
国
民
年
金
・
医
療
・
老
人
保
健
・

介
護
保
険
な
ど
） 

◇
﹇
内
部
情
報
系
﹈ 

財
務
記
録
、
給
与
記
録
、
グ
ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
全
職
員
に
関
係
す
る

も
の 

○
広
報
広
聴
関
係
事
業 

○
新
市
の
広
報
紙
は
、
毎
月
発
行
し
ま

す
。 

○
広
報
紙
の
視
覚
障
害
者
対
応
は
石
岡

市
の
制
度
、
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

は
玉
里
村
の
制

度
に
そ
れ
ぞ
れ

統
一
し
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
化
は
美
野
里

町
と
八
郷
町
の

制
度
を
基
準
に
、

合
併
時
ま
で
に

調
整
し
ま
す
。 

○
新
市
の
市
勢
要
覧
は
、
合
併
後
、
早

い
時
期
に
作
成
し
ま
す
。 

○
広
聴
関
係
の
首
長
へ
の
便
り
、
行
政

相
談
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
事
務
は
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
し
ま
す
。 

○
広
聴
関
係
の
ま
ち
づ
く
り
談
議
、
地

区
懇
談
会
、
住
民
相
談
、
行
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
は
、
合
併
後
、
新
た
に
決
定
し

ま
す
。 

○
納
税
関
係
事
業 

○
納
税
組
合
は
、
合
併
後
も
存
続
さ
せ

る
も
の
と
し
ま
す
が
、
奨
励
金
及
び
運

営
補
助
金
は
廃
止
し
、
納
税
協
力
員

（
納
税
組
合
長
）
手
当
及
び
優
良
納
税

組
合
表
彰
は
、合
併
時
に
統
一
し
ま
す
。 

○
全
納
報
奨
金
制
度
は
、
合
併
時
に
統

一
し
ま
す
。 

○
口
座
振
替
制
度
は
、
石
岡
市
の
制
度

に
統
一
し
ま
す
。 

○
収
納
嘱
託
員
制
度
は
、
合
併
時
に
統

一
し
ま
す
。 

○
確
定
申
告
の
受
付
は
、
合
併
後
に
受

付
場
所
の
調
整
を
し
て
、
平
成
十
八
年

度
申
告
受
付
分
か
ら
統
一
し
ま
す
。 

         

○
窓
口
業
務 

○
窓
口
業
務
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
調
整
し
ま
す
。 

　
⑴
本
庁
・
支
所
・
出
張
所
等
の
窓
口

　
業
務
は
、
合
併
時
ま
で
に
統
一
を
図

　
り
ま
す
。 

　
⑵
休
日
、
祝
日
、
夜
間
、
昼
休
み
等

　
の
対
応
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
を

　
図
り
ま
す
。 

○
市
町
村
立
学
校
（
園
）
の
通
学
区
域 

○
市
町
村
立
学
校
（
園
）
の
通
学
区
域

は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
移
行
し
、
合

併
後
、
児
童
生
徒
の
状
況
や
地
域
の
実

情
を
考
え
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。 

○
区
域
外
就
学
及
び
指
定
校
変
更
は
、

合
併
時
に
石
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま

す
。 

○
学
校
給
食
関
係
事
業 

○
調
理
方
式
や
施
設
は
、
現
行
の
ま
ま

引
継
が
れ
、
合
併
後
も
新
市
で
継
続
し

て
調
整
し
ま
す
。 

○
給
食
費
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
よ

う
調
整
し
ま
す
。 

　
以
上
が
第
八
回
合
併
協
議
会
ま
で
に 

き
ま
っ
た
事
柄
で
す
。 

⑷

●
各
種
事
務 

事
業
の
取
扱 

い 

 

がっぺいちゃん 



⑸

平成１６年第１回 
八郷町議会臨時会 
 

平成１６年第１回 
八郷町議会臨時会 
 議

長
に
永
山
氏 

　
　
副
議
長
に
大
場
氏
選
出 

 
　
八
郷
町
議
会
議
員
改
選
後
の
初
議
会
が
、
一
月
九
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
で
、
正
副
議
長
の
選
挙
や
議
会
の
人
事
案
件
が

処
理
さ
れ
、
議
長
に
永
山
公
士
氏
　
、
副
議
長
に
大
場
俊

之
氏
　
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
ほ
か
に
、
議
案
二
件
が
審
議
さ
れ
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

（59） 

（42） 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
吉
生
地
内
の
下
水
道
管
渠
の
開
削
と
推
進
工
法
に
よ
る
工
事
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
▽
工
事
名
　
平
成
15
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第
２
０
７
号 

　
　
▽
契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札 

　
　
▽
契
約
金
額
　
　
一
億
一
、〇
六
七
万
円
　
　
　 

　
　
▽
契
約
相
手
方
　
八
郷
町
　
市
村
土
建
（
株
） 

 

○
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
・
小
川
町
合
併
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て 

　
小
川
町
で
、
美
野
里
町
・
玉
里
村
・
八
郷
町
及
び
石
岡
市
の
合
併
協
議
会

に
、
小
川
町
を
含
む
五
市
町
村
の
合
併
協
議
会
の
設
置
を
求
め
る
住
民
発
議

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案 

　
現
在
、
茨
城
県
内
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
の
周
波
数
確
保
の
た
め
に
ア
ナ
ロ
グ

周
波
数
変
更
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
岡
テ

レ
ビ
中
継
局
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
中
継
局
）
か
ら

テ
レ
ビ
放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
51
・
教
育
49
）
を
受
信
さ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の

変
更
な
ど
の
調
整
や
工
事
が
必
要
に
な
る
世
帯

が
発
生
し
ま
す
。
工
事
対
象
と
な
る
世
帯
に
は

事
前
に
関
係
書
類
が
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

腕
章
を
付
け
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
証
を
携
行
し

た
工
事
業
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
の
う
え
工

事
に
伺
い
ま
す
。 

  

　
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
工
事
に
よ
る
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
の
買
い
替
え
の
必
要
は
無
く
、
工
事
費
用

は
事
業
所
等
を
除
き
、
国
が
全
額
負
担
し
ま
す

が
、
各
世
帯
と
工
事
業
者
の
間
で
現
金
の
や
り
取

り
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
ご
家
庭
に
テ
レ
ビ

調
査
員
や
工
事
業
者
を
名
乗
り
料
金
を
徴
収
し
よ

う
と
す
る
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
は
悪
徳
商

法
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
茨
城
地
域

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

議長　永山公士 
 

副議長 大場俊之 
 敬称略 
 

※
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
工
事
は
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

※
今
回
の
工
事
は
今
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を 

そ
の
ま
ま
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ 

ビ
放
送
を
ご
覧
に
な
る
に
は
専
用
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
が
必 

要
と
な
り
ま
す
。 

  

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
対
策
・
茨
城
地
域 

　
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー 

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
　
　
０
１
２
０
・
１
３
０
・
８
９
０ 

　
携
帯
・
公
衆
電
話
か
ら
　
０
２
９
・
８
３
５
・
８
２
６
７ 

　
　
　
受
付
時
間
　
平
日
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時  

　
　
　
　
　
　
　
　
土
日
祝
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時 

 

（
土
浦
市
桜
町
１
―

16
―

12  

住
友
生
命
ビ
ル
７
階
） 

 

石
岡
テ
レ
ビ
中
継
局
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ

石
岡
テ
レ
ビ
中
継
局
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
51
・
49
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
ご
覧
の
方
へ

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
ご
覧
の
方
へ 

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
変
更
工
事
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
変
更
工
事
の
お
知
ら
せ 

  

石
岡
テ
レ
ビ
中
継
局
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
51
・
49
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
ご
覧
の
方
へ 

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
変
更
工
事
の
お
知
ら
せ 

  



⑹

　軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。次のような例等に該当していて、廃車や名義変更がされ

ていない場合には軽自動車税が毎年課税されてしまいますので、至急手続きをしてください。 

　例　１　登録したまますでに使用不可能となり、車両を放置している。 

　　　２　ナンバーを返却せず、車両を処分してしまった。 

　　　３　他人に譲渡したが、まだ名義変更をしていない。 

　　　４　他人に譲渡したが、名義変更をしないまま車両が行方不明になってしまった。 

　　　５　盗難に遭い車両がみつからず、廃車手続きをしていない。 

 

廃車等の手続きをする場所は、軽自動車の種別によって次のようになります。それぞれ手数料がかかります。 

●三輪・四輪軽自動車　　　　　　　　　　　　軽自動車検査協会土浦支所　０２９（８４３）３５３５ 

●軽自動二輪車（126cc以上）　　　　　　 　　土浦自動車検査登録事務所　０２９（８４２）８１１１ 

●八郷町ナンバーのバイク（125cc以下）　 
　と農耕用車両　　　　　　　　　　　　　　　役場１階　住民課　内線１１１１　　　　　　　　　　　　　 

 

 

■三輪・四輪軽自動車 

　　　①ナンバープレート　②自動車検査証　③使用者と所有者の印鑑（法人の場合は代表者印） 

　　　④ナンバーがない場合は理由書（様式は軽自動車検査協会にあります） 

■軽自動二輪車（126cc以上） 

　　　①ナンバープレート　②軽自動二輪届出済証または自動車検査証　③印鑑　④ナンバーがない場合は理由

　　　書（様式は特にありません）⑤代理人の申請は委任状（２５１ｃｃ以上の場合） 

■八郷町ナンバーのバイク（125cc以下）と農耕用車両 

　　　①ナンバープレート　②印鑑　③世帯員以外は委任状 

　　　④ナンバーがない場合はナンバー紛失届（窓口にあります）と紛失手数料200円 

　※理由書（又はナンバー紛失届け）には、盗難でナンバープレートがない場合は、警察に盗難届を出した時の

　　受理番号・届出年月日・警察署名等を記入します。 

　 

 

■三輪・四輪自動車 

　　　①自動車検査証　②新しい使用者の印鑑（法人は代表者印）　③使用者と所有者が異なる場合は所有者の

　　　印鑑④住民票（法人は商業登記簿謄本か抄本、外国人は外国人登録済み証明書いずれも発行後３ヶ月以内

　　　のもの）⑤管轄が変わる場合はナンバープレート 

■軽自動二輪車（126cc以上） 

　　　①自動車検査証または軽自動二輪届出済証　②前所有者と新しい所有者の印鑑　③新しい所有者の住民票

　　　④有効な自賠責保険証（250cc以下）　⑤管轄が変わる場合はナンバープレート　⑥代理人の申請は委任状 

　　　（250cc超） 

■八郷町ナンバーのバイク（125cc以下）と農耕用車両 

　　　①新しい所有者の印鑑　②世帯員以外は委任状　前所有者の住所かナンバーがわかれば変更できます。 

●問い合わせ先　役場1階　税務課　1131～1133 
 

廃車の手続きで必要なもの 

 

名義変更の手続きで必要なもの 
 



⑺

●日時　平成15年６月25日 
　　　　平成15年９月５日 
　　　　平成15年10月28日 
　　　　平成16年１月８日 
●場所　役場前交差点 
●時間　朝　７時～８時 
　　　　昼　13時～14時 
　　　　夕　16時～17時 
●方法　 
　全通過者の内、運転席男女別、 
助手席男女別の4つに分けて測定 
しました。 
  
※左記のグラフは、4日間の測定 
　結果を集計したものです。 

出会いは始まり、勇気は未来の第一歩 
 このチャンスを生かし、すてきな恋をつかまえてみませんか 
 ●問い合わせ先　役場2階　農業委員会事務局　内線1251 

 
霞ヶ浦町・八郷町・千代田町・玉里村の農業委員会では、カップル 
誕生と町の発展を願い「出会い」のときを企画しました。お友だち 
も誘い合ってご参加ください。 
 

日　　時　  平成16年3月14日（日） 

場　　所　  マリアージュ吉野 

　　　　　  石岡市旭台2－16－5（ジャスコ石岡店近く） 

募集定員　  男女各20名　定員になり次第締め切ります 

申し込み期限　3月8日まで 

参 加 費　  男性1,000円　　女性　無料 

そ の 他　  男性は、各町村内に住んでいる方に限ります 

申 込 先　  八郷町農業委員会事務局　内線1251 

 

「その命　愛とベルトで　守ります」 
 ●問い合わせ先　役場3階　総務課　内線1337 

 
　大好きいばらきシートベルト100％県民運動モデル市町村に指定されている八郷町では、シート 
ベルト着用率の向上と着用の定着化を図ることを目的に、キャンペーン期間中にシートベルト着用 
の実態を測定しました。 
　今回の測定結果は、全体で81.9%となり前回（平成14年7月実施70.3%）より11.6%向上しました。 
全体的には助手席の着用率が低く、運転席では比較的女性の着用率が高くなっています。自動車に 
乗って交通事故にあった場合シートベルトを着用していれば助かる可能性が多くなります。みなさ 
んも自動車を運転するときや、助手席に同乗するときは必ずシートベルトをしめる習慣を身につけ 
ましょう。6歳未満の子どもを乗せるときには、チャイルドシートを装着しましょう。 
　測定結果の詳細は次のグラフのとおりです。 
 

測定概要 
 

シートベルト着用測定結果（全体） 

男 

女 

男 

女 

計 

 

運
転
席
　
　
　

助
手
席 

全
　
　
　
体 

50 60 70 80 90 100％ 

朝７時～８時 
昼13時～14時 
夜16時～17時 
計 
 
 
 



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

⑩ 

金
指
　
菊
地
　
勇
さ
ん 

　
　 

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
経
営 

 

（23） 

 
農
業
へ
の
興
味
は
幼
い
頃
か
ら  

　
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
に
生
ま
れ
た
菊

地
勇
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
農
業
に
興

味
を
持
ち
、
中
学
生
で
は
日
曜
日
に
な

る
と
両
親
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。 

　
「
将
来
は
農
業
を
や
り
た
い
な
あ
と

幼
心
に
思
っ
て
い
ま
し
た
ね
」 

　
そ
ん
な
勇
さ
ん
も
高
校
に
進
学
す
る

と
将
来
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
っ
て
み

た
い
と
思
い
、
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
専
門

学
校
へ
進
み
ま
す
。 

　
「
別
の
道
も
考
え
ま
し
た
が
、
や
は

り
農
業
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
い
つ
の

間
に
か
自
分
の
心
は
原
点
に
戻
っ
て
い

ま
し
た
」 

　
こ
う
し
て
専
門
学
校
卒
業
後
に
家
業

を
継
ぎ
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
現
在
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
と
二
連
棟
ハ
ウ

ス
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
合
わ
せ
て
三
棟
、

敷
地
面
積
八
百
坪
の
農
園
で
、
父
健
一

さ
ん
と
母
カ
ツ
イ
さ
ん
、
勇
さ
ん
の
三

人
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス
で
は

収
穫
の
時
期
を
ず
ら
し
た
栽
培
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
栽
培
方
法
は
抑
制
栽
培
と

促
成
栽
培
で
、
抑
制
栽
培
は
八
月
に
播

種
、
九
月
に
定
植
、
四
月
に
収
穫
し
ま

す
。
促
成
栽
培
は
五
月
に
播
種
、
七
月

に
定
植
、
九
月
に
収
穫
し
ま
す
。
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
、
光
の
強
さ
に
よ
っ
て

生
長
の
具
合
が
変
わ
り
ま
す
。
一
般
的

に
一
日
に
十
四
時
間
の
日
光
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
く
も
り
の
日
や
雨

の
日
が
続
く
と
生
長
が
遅
れ
、
最
悪
の

場
合
、
花
芽
が
つ
か
ず
、
枯
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
「
キ
キ
ョ
ウ
は
生
き
る
た
め
に
自
分

の
花
の
つ
ぼ
み
の
栄
養
を
取
る
と
い
う

習
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
天
気
の
悪

い
日
が
続
く
と
お
手
上
げ
な
ん
で
す
よ
」

と
育
成
の
難
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。 

 

マ
ル
チ
な
人
間
に
な
り
た
い 

　
勇
さ
ん
は
土
浦
農
業
普
及
所
の
花
生

産
者
の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
フ
ラ
ワ

ー
サ
ク
セ
ス
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
、

二
か
月
に
一
回
、
県
内
の
産
地
で
の
研

修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ク
ラ
ブ
員
は
三
十
代
が
多
い
で
す

ね
。
そ
れ
と
経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
」 

　
市
場
で
は
、
父
の
後
に
付
い
て
担
当

者
と
の
話
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
経
験
を
積
み
、
知
識

を
習
得
し
な
け
れ
ば
対
等
に
は
話
せ
な

い
と
勇
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
勇
さ
ん
が
仕
事
を
離
れ
て
ほ

っ
と
で
き
る
の
は
、
友
達
と
過
ご
す
時

間
。
休
み
の
日
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ブ

し
た
り
、体
を
動
か
し
た
り
し
て
い
る
そ

う
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
で
は
地
元
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、

月
二
回
の
練
習
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　「
専
門
学
校
時
代
に
友
人
た
ち
と
マ

ル
チ
な
人
間
に
な
ろ
う
と
誓
っ
た
ん
で

す
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
好
奇
心
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
。
何
で
も
で

き
る
、
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
で
す
」 

 

キ
キ
ョ
ウ
の
声
が
聞
け
た
ら 

　
八
郷
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
久

家
康
永
会
長
）
で
は
副
会
長
を
務
め
、

中
心
的
な
存
在
で
ク
ラ
ブ
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。 

　
「
み
ん
な
仲
良
く
や
っ
て
ま
す
よ
。

そ
れ
ぞ
れ
が
農
業
に
対
し
て
き
ち
ん
と

し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
達
な
の
で
、

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
私
に

と
っ
て
特
別
な
仲
間
で
す
ね
」 

　
こ
れ
か
ら
は
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

同
会
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
力
を
込
め
て
言
い
ま
す
。 

　「
私
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
食
べ
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
キ
ョ
ウ
の

気
持
ち
が
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
声
が

聞
け
た
ら
い
い
な
あ
と
常
々
思
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
来
月
号
も
引
き
続
き
農
業
後
継
者
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
　
　 

「キキョウは人が過ごしやすい温度を好むんです」 

   とにっこり笑う勇さん。 

 



⑼

○一般図書 
体の老廃物・毒素を出すと病気は必ず治る 

　　　　　　　　　　　　　石原　結實 

まずは、めし　　　　　　　平野　寿将　　　　　 

出身県でわかる人の性格　　岩中　祥史　   

百寿巡礼第二巻北陸　　　　五木　寛之 

リバース魂の戻る場所　　　太田　哲也 

ひとりがいちばん！　　　　橋田壽賀子 

いつでも今日が人生の始まり桐島　洋子 

午後の密箱　　　　　　　　稲葉　真弓 

冬のソナタ（上・下）　  　 キム・ウシュン・ウギョン 

指先で紡ぐ愛　　　　　　　光成　沢美 

 

  

  

 

本の貸し出しは１人 

当たり１回５冊まで 

です。 

 

貸し出し期間は２週 

間です。土・日もご 

利用できます。 

 

○児童図書 
とべないホタルシリーズ（1～7） 

　　　　　　　　　　　　　小沢　昭己 

どろんこハリー　　　　　　ジーン・ジオン 

にっぽんのかみさまのおはなし 

　　　　　　　　　　　　　出雲井　晶 

さすらいの旅　続・生きのびるために 

　　　　　　　　　　　　　デボラ・エリス　　　 

西の善き魔女（1～4）　　　荻原　規子 

川原の石ころ図鑑　　　　　渡辺　一夫　　　　 

ぼくおかあさんのこと･･･  　酒井　駒子 

火のくつと風のサンダル　　ウルズラニウェルフェル 

マロンちゃんのおたんじょうび　 

　　　　　　　　　　　　　すながよしあき 

よーいどん！　　　　　　　中川ひろたか 

※図書室の未返却本が300冊以上あります。お心あたりのある方は返却していただきますようお願いいたします。 

問い合わせ先　中央公民館 TEL43－6262

新 刊 図 書 の ご 案 内  

 

花と緑の楽園 
茨城県 

       

　
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は

『
春
の
う
ら
ら
ま
つ
り
』
を
開
催
し

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

●
期
間
中
の
催
し
物
● 

「
春
の
草
花
販
売
」 

３
月
７
日（
日
）
〜
３
月
28
日
（
日
） 

　
春
の
代
表
的
な
草
花
（
ラ
ナ
ン
キ

ュ
ラ
ス
や
デ
ィ
モ
ル
ホ
セ
カ
等
）
お

手
頃
価
格
に
て
販
売
し
ま
す
。 

「
生
花
展
」 

３
月
14
日（
日
）
〜
３
月
21
日
（
日
） 

　
春
の
花
な
ど
を
使
っ
た
生
花
の
大

作
を
多
数
展
示
し
、
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

「
園
芸
教
室
」（
椿
の
手
入
れ
に
つ
い

て
） 

３
月
14
日（
日
）
13
時
30
分
〜 

　
椿
の
手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
の

講
話
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
受
講
無
料
） 

「
水
の
中
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
展
」 

４
月
１
日（
木
）
〜
４
月
18
日
（
日
） 

　
赤
、
白
、
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
２
６
、０
０
０
㎡
の
水
の
中
に
咲 

       

き
競
い
、
色
彩
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
演
出
し
ま
す
。 

「
体
験
教
室
」
（
春
の
草
花
の
寄
せ

植
え
） 

４
月
11
日
（
日
）
13
時
30
分
〜 

　
春
の
草
花
な
ど
を
使
っ
た
寄
せ
植

え
の
作
り
方
を
指
導
い
た
し
ま
す
。 

（
材
料
費
は
有
料
） 

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
（
乗
り
物
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
） 

４
月
11
日
（
日
）
11
時
・
14
時 

　
花
の
す
べ
り
台
や
空
中
フ
ラ
ワ
ー

サ
イ
ク
ル
の
乗
り
物
券
を
ジ
ャ
ン
ケ

ン
に
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

○
期
間
外
の
催
し
物
○ 

「
ボ
タ
ン
ま
つ
り
」 

４
月
24
日（
土
）
〜
５
月
９
日
（
日
） 

「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
ま
つ
り
」 

５
月
８
日（
土
）
〜
５
月
16
日
（
日
） 

「
バ
ラ
ま
つ
り
」 

５
月
22
日（
土
）
〜
６
月
20
日
（
日
） 

　
開
園
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
（
入
園
は
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
） 

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
℡
四
二

―
四
一
一
一
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

春のうららまつり 
 
３月７日（日） 

４月18日（日） 

 

～
 

ディモルホセカ 

 



⑽

柿
岡
中
学
校 
学校あれこれ 

⑭

　
本
校
は
昭
和
三
十
九
年
、
葦
穂
中
・

林
中
・
柿
岡
中
の
三
校
が
統
合
し
て
現

在
の
柿
岡
中
学
校
と
な
り
、
今
年
で
創

立
四
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
四

百
二
名
の
生
徒
た
ち
は
「
楽
し
い
学
校
」

づ
く
り
に
生
き
生
き
と
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
生
徒
の
様
子
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。 

一
　
心
と
心
を
結
ぶ
生
徒
に
よ
る
活
動 

　
毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
思
い
や
願
い
を
も
と
に
学
級
や

学
年
を
超
え
て
、
縦
割
り
で
三
チ
ー
ム

（
団
）
に
編
成
し
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
柿
中
の
伝
統
行
事
の
一
つ
で
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

中
で
全
力
投
球
し
ま
す
。
各
三
チ
ー
ム

の
名
称
は
「
飛
翔
団
」
・
「
博
愛
団
」
・

「
紫
郷
団
」
で
す
。
各
団
と
も
団
長
を

中
心
に
作
戦
を
立
て
自
主
的
に
練
習
し
、

心
を
一
つ
に
し
て
燃
え
あ
が
り
ま
す
。

一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
の
練
習
で
し

た
が
、
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
発
見
し

集
団
の
力
の
大
き
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
生
徒
の
手
で
創
り
あ
げ
る
大

き
な
行
事
に
文
化
祭
（
紫
郷
祭
）
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
企
画
運
営
す
べ
て
が
生

徒
の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
例
え
ば
、
学
級
ご
と
の
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
、
応
募
に
よ
る
催
し
物
、
空
き
缶

を
利
用
し
た
共
同
制
作
、
記
念
文
集
作

成
な
ど
で
す
。 

　
ど
れ
も
こ
れ
も
生
徒
の
真
剣
さ
に
感

動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
特
に
今
年
度
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
（
本

校
卒
業
生
）
の
小
仁
所
玉
希
さ
ん
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
て
の
講
演
は
、
自

分
の
体
験
や
生
き
方
を
と
お
し
た
も
の

で
生
徒
の
心
に
響
き
、
夢
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。 

二
　
地
域
か
ら
社
会
に
目
を
向
け
て 

　
も
う
一
つ
の
伝
統
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
年
々
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
柿
岡
地
区
を

中
心
と
し
た
祇
園
祭
が
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
と

思
い
ま
す
。
生
徒
会
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

を
中
心
に
企
画
し
、
祭
礼
の
翌
朝
の
ゴ

ミ
拾
い
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
約
八
十
名

の
生
徒
が
賛
同
し
、
お
祭
り
の
後
の
清

掃
を
自
主
的
に
、
し
か
も
積
極
的
に
参

加
し
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
ま

し
た
。
地
域
の
方
々
よ
り
、
お
褒
め
の

言
葉
・
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

き
生
徒
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
分
た 

                   

ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
。
」
と
先 

ず
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
か
ら
発
信
し
た

こ
の
活
動
は
、
他
の
生
徒
に
も
い
ろ
い

ろ
な
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
自
ら
課
題
を
持
っ
て
自
ら
学
ぶ
こ
と

は
、
進
路
決
定
や
生
き
て
い
く
上
で
大

変
重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に

目
を
向
け
「
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と

は
何
か
」
を
考
え
、
社
会
に
目
を
向
け

て
思
い
や
り
の
心
で
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

（
文
責
　
柿
岡
中
学
校
長
　
村
上
朝
雄
） 

手
づ
く
り
の
教
育
活
動
に
感
動 

 

 

ボランティア活動 

大
腸
が
ん
っ
て
、
こ
ん
な
病
気 

　
小
腸
の
最
後
尾
と
つ
な
が
る
盲

腸
ま
で
を
大
腸
と
い
い
、
こ
こ
に

で
き
る
が
ん
を
大
腸
が
ん
と
い
い

ま
す
。
が
ん
は
肛
門
に
近
い
ほ
ど

で
き
や
す
く
、
直
腸
が
ん
が
最
も

多
く
、
次
い
で
多
い
の
が
そ
の
直

前
の
Ｓ
状
結
腸
と
い
わ
れ
る
部
分

に
で
き
る
が
ん
で
す
。 

　
大
腸
が
ん
は
、
牛
肉
や
豚
肉
と

そ
れ
ら
の
加
工
品
の
と
り
す
ぎ
、

運
動
不
足
な
ど
の
生
活
の
欧
米
化

と
と
も
に
増
え
て
き
て
お
り
、
全

が
ん
死
亡
率
の
う
ち
、
男
性
で
は

第
四
位
、
女
性
で
は
第
二
位
で
、

特
に
女
性
の
場
合
は
、
近
い
将
来

一
位
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
腸
が
ん
は
、
切
除
が
し
や

す
く
、
再
発
の
確
率
が
低
い
た
め
、

と
て
も
治
り
や
す
い
が
ん
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

腸がんの 
危険因子はコレ！ 
 
 
○大腸がんになりやすい体 

　質の遺伝 

○牛肉・豚肉のとりすぎ 

○野菜・穀類の不足 

○座った姿勢の仕事が多い 

○下痢 

○運動不足 

○肥満 

○アルコールの飲みすぎ 

 
肉食を減らす 

大作戦 

 

　世界の国々で見ると、肉の 

摂取平均量と大腸がん発生率 

はきれいに正比例しています。 

肉を減らし、野菜を増やす食 

事に切り替えましょう。 

 

こんなアイデアで肉食を減らそう 
 
 
血液をサラサラにする青背の魚をたっぷりと 

　イワシ、アジ、サンマ、マグロ、サケなど生 

で、焼いて、煮て、炒めて。 

大豆たんぱくをたんぱく源に活用 

　豆腐を使ってハンバーグ、豆腐ステーキなど。 

乳製品の脂肪にも要注意！油もとりすぎな 

いように。 

 

元
気
で 

生
活
す
る 
 

健康寿命を 

 

習慣 

延ばす 

 

大
腸
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣

大
腸
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣 

 

大
腸
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣

大
腸
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣 

 

大
腸
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣 

 

疲れ目に効くツボ 



⑾

    

平
成
　
年
４
月
　
日
生
ま
れ 

父
　
智
さ
ん
　
母
　
夕
子
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
活
発
で
お
ち
ゃ
め
な
女
の
子
で
す
。

最
近
は
、
お
友
達
と
遊
ぶ
の
が
と
て
も

楽
し
い
よ
う
で
、
会
え
な
い
日
に
は

（
お
も
ち
ゃ
の
）
電
話
で
「
も
し
も
し
」

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
テ
レ
ビ
の
前
で

踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
と
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
。
人
に
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。 

山 

崎  

 

四 

宮 

風 

薫
ち
ゃ
ん 

 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

【材料】（4人分） 

○かぼちゃ  200g  ○玉ねぎ  1/2個  ○バター

大さじ１   ○牛乳  １カッ プ  ○小麦粉  20ｇ   

○スープ　3カップ  ○こしょう　少々  ○パセ

リ　少量 

【作り方】 

①玉ねぎは皮を取り、うすいくし型に切る。 

②かぼちゃは皮をむき、５㎜のうす切にする。

③深めの鍋にバターを入れて①と②を軽く炒め

る。さらに小麦粉を振り入れて粉っぽさがなく

なるまで２～３分炒める。④③にスープを加え、

かぼちゃがやわらかくなるまで煮て、ミキサー

にかける。⑤④を鍋に戻し、牛乳を加えて焦げ

つかないようにかきまぜながら加熱し、塩・こ

しょうで味をととのえる。⑥器に入れて、みじ

ん切りにしたパセリをちらす。 

《自家製ふりかけの作り方》 

大根の葉（乾燥させた物）10ｇ、ゴマ20ｇ、梅

干を作ったときの赤じそ（乾燥させた物）25ｇ、

カツオ節２袋、のり２枚を細かくして混ぜる。

簡単ふりかけの出来あがり。 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 
金　子　瑞　子（宮ヶ崎） 

八
郷
の
歴
史 

（35） 

            

　
近
世
前
期
に
は
入
会
地
や
山
の
領
域
支
配
を

め
ぐ
っ
て
、
村
と
村
の
間
で
大
き
な
紛
争
が
あ

っ
た
。
紛
争
が
拡
大
す
る
背
景
に
は
、
太
閤
検 

   

地
や
慶
長
検
地
に
よ
る｢

村
切
り｣

の
結
果
、
村

の
共
同
性
が
強
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
戦
国
末
期

か
ら
始
ま
る
個
々
の
農
民
の
開
墾
意
欲
と
村
の

領
域
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
村
の
意
向
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
史
料
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
小
幡
山
を
め
ぐ
る
山
論
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
七
月

に
幕
府
が
出
し
た
判
決
で
は
、
小
幡
山
中
山
の

利
用
を
め
ぐ
っ
て
小
幡
村
と
北
条
・
菅
間
・
泉

の
四
ヵ
村
と
紛
争
が
お
こ
っ
た
が
、
以
前
の
よ

う
に
薬
師
山
・
冨
士
山
・
釼
ケ
嶺
・
丸
山
を
除

い
て
小
幡
山
で
の
四
ヵ
村
が
札
を
受
け
取
り
、

利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
小
幡
山
は
利
用
す

る
価
値
が
高
く
、
同
四
年
（
一
六
五
一
）
に
は

田
中
・
山
巻
・
水
守
三
カ
村
も
北
条
村
同
様
草

刈
り
を
認
め
て
ほ
し
い
と
幕
府
に
訴
え
て
い
る
。 

　
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
六
月
に
は
山
口
村

（
つ
く
ば
市
）
の
百
姓
が
小
幡
山
で
草
を
盗
み
、

関
宿
藩
板
倉
嶺
の
庄
屋
代
表
に
山
口
村
の
村
役

人
が
詫
び
状
を
提
出
し
て
い
る
。
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
十
二
月
に
は
筑
波
町
の
百
姓
が

境
松
を
伐
採
し
、
同
町
の
役
人
が
詫
び
状
を
提

出
し
て
い
る
。
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）二
月
に

は
小
幡
村
の
百
姓
二
人
が
小
幡
山
で
勝
手
に
立

木
を
盗
み
取
り
、
村
追
放
に
な
っ
て
い
る
。
同

村
の
百
姓
に
対
し
て
も
、
処
罰
を
厳
し
く
し
て

山
の
管
理
が
徹
底
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
に
、
菖
蒲
沢

村
か
ら
幕
府
に
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
。
小
幡
山

中
山
に
お
い
て
青
田
・
泉
沢
・
辻
・
菖
蒲
沢
・

小
野
越
・
仏
生
寺
六
ヵ
村
が
草
刈
り
が
従
来
は

出
来
た
が
、
小
幡
村
が
草
刈
り
を
認
め
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
。
同
三
年
（
一

六
九
〇
）
四
月
に
小
幡
村
は
慶
安
二
年
の
判
決

を
根
拠
に
し
て
、
小
幡
山
が
上
記
六
ヵ
村
の
入

会
地
で
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

元
禄
期
に
は
新
田
開
発
が
進
み
、
ま
す
ま
す
肥

料
源
と
な
る
草
刈
場
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

　
元
禄
十
二
年
八
月
に
筑
波
町
の
五
人
の
百
姓

が
小
幡
山
に
勝
手
に
入
り
、
小
幡
村
と
紛
争
に

な
っ
た
。
小
幡
村
の
訴
状
で
は
、
筑
波
町
は
元

か
ら
入
会
山
に
立
ち
入
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て

い
な
い
と
し
、
鎌
や
馬
を
小
幡
村
に
取
ら
れ
て

も
仕
方
が
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
同
様
の
訴
状

が
同
年
九
月
、
閏
九
月
に
出
て
い
る
も
の
の
、

｢

裁
許
絵
図｣

な
ど
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
不

明
の
部
分
が
多
い
が
、
恐
ら
く
筑
波
町
の
小
幡

山
へ
の
立
入
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

　
　
町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
　
栗
原
　
亮 

 

わ
た
し
の
手
料
理 

小
幡
山
を
め
ぐ
る
山
論 

 

し
の
　

み
や
　

ふ
う
　
　
か 

14

14

パ
ン
プ
キ
ン
ス
ー
プ
　
ほ
か
一
品 

 

小幡村・北条村・泉村山論裁決状 



評
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
　
浩
　
亭 

 習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
は
り
が
あ
り
、
力
が
こ
も
っ
て
い
る

作
品
で
す
。 

     

　
が
っ
し
り
と
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

充
実
し
た
作
品
で
す
。 

 

恋
瀬
小
　
三
年
　
友  

部  

紗  

貴 

       

 

恋
瀬
小
　
六
年
　
森  

田  

さ
や
か 

    

    

 

⑿

　
　
　
ご
ろ
の
新
聞
に
出
た「
佐
久
の
大
杉
」

　
　
　
の
記
事
に
刺
激
さ
れ
た
訳
で
も
な
い

の
で
す
が
、
「
お
隣
さ
ん
」
と
の
茶
の
み
話

の
中
で
、
佐
久
の
大
杉
の
話
題
か
ら
思
い
が

け
な
く
出
掛
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
か
ね

て
か
ら
県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
こ
と

は
時
折
見
聞
き
す
る
事
も
多
く
、
一
度
見
に

行
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
に
も

近
く
に
あ
る
気
安
さ
も
あ
り
、
か
え
っ
て
見

に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ざ
現
地
に
行
っ

て
見
る
と
、
ま
さ
に
県
内
の
巨
樹
の
横
綱
と

言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
九
メ
ー
ト
ル
の
幹

回
り
に
は
、
い
か
に
も
巨
樹
に
ふ
さ
わ
し
い

風
格
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
樹

齢
が
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
、
度
重
な
る
風
雪

や
落
雷
に
耐
え
て
よ
く
ぞ
今
日
ま
で
生
き
な

が
ら
え
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争

中
に
は
出
征
す
る
兵
士
が
大
杉
の
樹
皮
を
お

守
り
と
し
て
戦
地
に
出
征
し
て
い
っ
た
と
の

こ
と
。
言
わ
ば
母
の
温
も
り
の
あ
る
故
郷
の

こ
の
「
お
守
り
」
は
兵
士
た
ち
の
心
の
支
え

に
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
こ
の
佐
久
の
大
杉

に
は
、
そ
こ
に
住
む
人
達
の
杉
に
対
す
る
限

り
な
い
慈
し
み
の
心
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

一
〇
〇
〇
年
を
越
え
て
も
枯
れ
る
事
な
く
守

ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
お
賽

銭
箱
の
横
に
は
一
冊
の
ノ
ー
ト
が
置
か
れ
、

保
存
会
の
人
達
が
輪
番
で
観
察
日
誌
を
付
け

て
い
る
様
子
。
恵
ま
れ
た
八
郷
の
自
然
を
保

全
す
る
の
も
住
む
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

あ
っ
て
の
事
で
す
。
杉
の
巨
樹
を
守
る
豊
か

な
感
性
を
も
っ
て
守
り
続
け
る
集
落
や
保
存

会
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
声
援
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名 

　
　
そ
こ
に
住
む
人
達
の
大
杉
に
対
す
る
思

い
や
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
心
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
便
利
さ
ば
か
り
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
古
き
良
き
も
の
は
守
り
、

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
郷
の
歴
史（
34
）を
読
ま
さ
せ
て
い
た

　
　
　
だ
き
ま
し
た
。
私
の
故
郷
は
石
岡
の

富
田
町
（
現
在
の
国
府
五
丁
目
）
で
す
。
そ

の
昔
、
八
郷
町
と
関
わ
り
が
大
き
か
っ
た
こ

と
を
こ
れ
で
知
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
由
緒
あ

る
国
府
の
名
を
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
山
崎
　
荒
井  

浩
子
（
64
） 

 

「
わ
た
し
も
一
言
」 

♣

先 

八 

P.N　ＥＲＩ 

 
P.N　Ｍｉｏ

 
P.N　夢　色  

 

月岡　萩原　志づ 
 

八 



⒀

 ３つの答えの中から正解を選びハ

ガキに書いて送ってください。 

①合併協議会は２月１日までに何回

開催されたでしょうか？ 

Ａ－５回　Ｂ－７回　Ｃ－８回 

②４月１日から医療福祉制度（マル

福）は何歳児までが対象となります

か？ 

Ａ－３歳児　Ｂ－４歳児　Ｃ－5歳

児 

③シートベルト着用100％県民運動

モデル市町村となった八郷町の全体

の着用率は？ 

Ａ－81.9％　Ｂ－70.3％　Ｃ－65.1％ 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ191と書き、

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。 

☆締切日　平成16年３月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315－0195　八郷町柿岡

　　　　　5680－1 

　　　　　八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙４月号 

〔広報クイズ189の当選者の発表〕 

正解は①－Ｃ、②－Ｂ、③－Ａでし

た。応募総数30通、正解24通の中か

ら次の10人が当選しました。 

市村志つ（小見）川又美代子（下林）

木村はる江（上曽）関きみ子（柿岡）

田口真帆（柿岡）友常絵理（柿岡）

萩原志づ（月岡）萩原照子（月岡）

谷仲里美（太田）山中和（片野）　

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

広報ク
イズ  

191

やさと文芸 

　
農
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、
町
内 

七
つ
の
農
協
が
合
併
し
て
八
郷
町
農
業 

協
同
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
（
昭
和 

四
十
年
二
月
一
日
）
当
時
は
県
下
最
大 

と
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

P.N　ソラ（蒲公英改め） 

 

下林　氏家　
覓（66） 

 

柿岡　小澤早由里 
 

 

ま
ぶ 

も
み 

ろ
う
ば
い 

く
り
や
ご
と 

　
　
　
　
短
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠
　
選 

不
作
に
て
わ
づ
か
に
熟
れ
し
柿
の
実
を
小
鳥
競
ひ
て
つ
い
ば
み
ゆ
き
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　  

荒
　
井
　
幸
　
子 

前
山
の
色
さ
ま
ざ
ま
の
紅
葉
が
雨
止
み
し
朝
そ
の
影
も
無
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
内
　  

飯
　
島
　
よ
う
子 

老
人
会
で
神
社
の
落
葉
掃
き
清
め
二
〇
〇
四
年
の
元
旦
を
待
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　  

萩
　
原
　
照
　
子 

 

　
　
　
　
俳
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰
　
選 

前
山
の
初
日
眩
し
く
遥
拝
す
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
田
　  

田
　
上
　
岳
　
尾 

臘
梅
の
花
の
疎
な
れ
ど
よ
く
匂
ひ
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　  

川
　
井
　
ト
　
キ 

鴬
に
耳
を
傾
け
厨
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　  

萩
　
原
　
志
　
づ 

 

　
　
　
　
俚
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月
　
選 

揉
手
し
な
が
ら
火
の
御
馳
走
と
和
尚
焚
火
の
寒
い
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　  

白
　
田
　
正
　
源 

不
況
忘
れ
て
心
の
垢
を
流
す
寒
夜
の
屋
台
酒 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　  

額
　
賀
　
力
　
江 

寒
の
囲
い
に
不
況
の
風
も
避
け
て
紅
差
す
寒
牡
丹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　  

谷
　
島
　
清
　
風 



⒁

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い

︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

　
一
月
十
二
日
に
八
郷
町
成
人
式
典
が
中
央
公

民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た

新
成
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
八
郷
町
の
新
成
人
は
男
女
合
わ
せ
て

三
百
九
十
人
で
、
同
式
典
に
は
三
百
八
人
が
参

加
。
式
は
町
長
の
式
辞
か
ら
始
ま
り
、
成
人
証

書
と
記
念
品
が
代
表
の
青
木
典
男
さ
ん
と
鈴
木

美
晴
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
大
槻

町
教
育
委
員
会
委
員
長
、
桜
井
県
議
会
議
員
か

ら
の
来
賓
祝
辞
と
茨
城
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
成
人
者
代
表
の
柘
植
泰

宏
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
柘
植
さ

ん
は
「
無
事
成
人
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
は
成
人
者
と
し
て
自
覚
を
持

ち
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
力
強

く
誓
い
ま
し
た
。 

　
式
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
会
場
の
外
で
は
友

人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
新
成
人
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
今
年
の
成
人
式
に
掲
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
「
あ

ら
た
な
る
旅
立
ち
」
。
二
十
歳
を
機
に
気
持
ち

を
新
た
に
し
、
未
来
へ
向
か
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 

　
八
郷
町
消
防
出
初
式
が
一
月
十
一
日
に
役
場

前
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

町
消
防
団
、
八
郷
消
防
署
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
併
せ
て
七
百
人
余
り
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
町
消
防
団
員
と
八
郷
消
防
署
員
に

よ
る
人
員
・
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
が
行

わ
れ
、
続
い
て
昨
年
の
町
消
防
操
法
大
会
で
優

勝
し
た
分
団
、
自
動
車
の
部
で
は
第
五
分
団
第

三
部
、
小
型
の
部
で
は
第
七
分
団
第
一
部
に
よ

る
模
範
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
参
加

者
全
員
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
点
検
官

講
評
、
そ
し
て
町
の
消
防
に
貢
献
さ
れ
た
団
体

や
個
人
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
が
終
わ
る
と
、
町
消
防
団
と
八
郷
消
防
署

に
よ
る
一
斉
放
水
が
吉
生
地
内
で
行
わ
れ
、
会

場
は
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
放
水

が
始
ま
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
飛
び

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
生
命
・
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
消

防
署
や
消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

あ
ら
た
な
る
旅
立
ち
の
日
新
成
人
集
う 

    

出
初
式
で
消
防
の
結
束
力
高
め
る 

   

    

　
茨
城
県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
都
市
の
将

来
像
を
示
す
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

都
市
計
画
の
決
定
を
行
う
前
に
、
次
の

と
お
り
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の

案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦

覧
期
間
中
に
茨
城
県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ

た
意
見
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
茨
城
県

都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
審
議
の
際

に
考
慮
さ
れ
ま
す
。 

 

■
縦
覧
期
間
　 

　
平
成
16
年
３
月
８
日
（
月
）
〜 

　
同
３
月
22
日（
月
）
〈
土
日
を
除
く
〉 

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
・
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画

　
　
課
（
県
庁
21
階
） 

　
　
℡
〇
二
九
│
三
〇
一
│
四
五
九
二 

　
・
八
郷
町
役
場
企
画
課 

　
　
内
線
一
三
二
一 

■
意
見
書
の
提
出
先 

　
　
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

　
中
に
、
【
〒
三
一
〇
ー
八
五
五
五
　

　
水
戸
市
笠
原
町
九
七
八
ー
六
　
茨
城

　
県
知
事
　
橋
本
　
昌
（
茨
城
県
土
木

　
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）
あ
て
】

　
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
三
月
二
十
二
日
必
着
） 

   

八
郷
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー 

プ
ラ
ン
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て 

 



⒂

   

　
や
さ
と
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
一
月
二
十
四

日
に
八
郷
町
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
で
二
十
七
回
目
を
迎
え
る
同
大
会
の
参

加
者
は
四
百
八
十
四
人
で
、
コ
ー
ス
は
四
つ
に

分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
距
離
を
走
り

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

は
青
空
の
も
と
自
慢
の
健
脚
を
競
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

〔
２
㎞
コ
ー
ス
〕 

▽
小
学
校
３
・
４
年
生
男
子
の
部
①
鈴
木
聡
晃

（
東
成
井
小
）
②
木
村
公
亮
（
小
幡
小
）
③
長

谷
川
広
海
（
小
桜
小
）
④
佐
藤
伸
（
園
部
小
）

⑤
塚
岡
啓
雅（
柿
岡
小
）
⑥
萩
原
大
智（
柿
岡
小
） 

▽
小
学
校
３
・
４
年
生
女
子
の
部
①
上
田
美
紗

希
（
小
幡
小
）
②
長
谷
川
眞
子
（
小
幡
小
）
③

玉
熊
春
乃（
吉
生
小
）
④
植
木
温
美（
吉
生
小
）

⑤
柴
田
茉
里
（
園
部
小
）
⑥
長
谷
川
円
香
（
園

部
小
） 

▽
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
①
柘
植
真
理

子
（
恋
瀬
小
）
②
市
塚
奈
美
（
柿
岡
小
）
③
青

木
敦
子
（
石
岡
小
）
④
柴
田
有
佳
里
（
園
部
小
）

⑤
高
柳
春
香
（
園
部
小
）
⑥
小
松
崎
千
晴
（
小

桜
小
） 

 

〔
３
㎞
コ
ー
ス
〕 

▽
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
①
木
村
和
広

（
葦
穂
小
）
②
酒
井
政
貴
（
朝
日
小
）
③
真
家

宗
嗣
（
園
部
小
）
④
木
村
康
孝
（
朝
日
小
）
⑤ 

   

倉
田
泰
明（
東
成
井
小
）
⑥
大
塚
直
樹（
小
幡
小
） 

▽
中
学
女
子
の
部
①
久
保
田
朝
美
（
園
部
中
）

②
中
牟
田
優
香
（
園
部
中
）
③
長
谷
川
友
維
（
園

部
中
）
④
井
坂
奈
津
美
（
園
部
中
）
⑤
金
子
美

津
紀
（
園
部
中
）
⑥
阿
部
菜
央
美
（
園
部
中
） 

▽
壮
年
男
子
の
部
①
江
幡
政
光
（
常
北
町
）
②

仁
平
森
義
（
小
幡
）
③
笹
沼
登
（
下
林
）
④
林

義
雄
（
柿
岡
） 

 

〔
５
㎞
コ
ー
ス
〕 

▽
中
学
男
子
の
部
①
久
保
田
巧
弥
（
園
部
中
）

②
横
倉
将
太
（
岩
間
中
）
③
木
村
祐
太
（
南
中
）

④
鶴
井
裕
也
（
園
部
中
）
⑤
岩
瀬
雅
寛
（
園
部

中
）
⑥
仲
野
谷
正
樹
（
園
部
中
） 

▽
一
般
男
子
の
部
①
常
井
裕
二
（
園
部
中
教
）

②
中
村
泰
（
柿
岡
）
③
小
林
透
（
小
桜
小
教
） 

▽
一
般
女
子
の
部
①
中
村
浩
美
（
柿
岡
） 

▽
壮
年
男
子
の
部
①
鈴
木
正
男
（
山
崎
）
②
伊

藤
政
男
（
山
崎
）
③
和
具
光
一
（
山
崎
） 

 

〔
　
㎞
コ
ー
ス
〕 

▽
高
校
男
子
の
部
①
山
田
一
貴
（
中
央
高
校
） 

▽
一
般
男
子
の
部
①
川
瀬
和
幸
（
阿
見
町
）
②

廣
内
慎
一
（
石
岡
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
）

③
佐
々
木
陽
一
（
鶴
亀
走
友
会
）
④
山
本
則
幸

（
石
岡
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
）
⑤
岡
崎
秀

男
（
下
林
）
⑥
木
村
忠
夫
（
山
崎
） 

▽
一
般
女
子
の
部
①
羽
田
野
美
智
子
（
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
山
新
）
②
橋
本
昌
代
（
石
岡
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
）
③
沖
野
こ
ず
え
（
友
部
走

友
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

4 
8 
4
人
が
健
脚
を
競
う 

 

     

　
柿
岡
の
大
崎
由
起
さ
ん
が
二
月
十
五

日
に
行
わ
れ
た
第
二
回
関
東
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

大
崎
さ
ん
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

選
手
と
し
て
活
躍
す
る
ほ
か
、
指
導
者

と
し
て
町
内
ま
た
は
県
内
外
に
も
出
向

い
て
い
ま
す
。 

　
「
八
郷
町
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
連
盟
が
な
い
た
め
、
町
内
だ
け
の
大

会
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
次
に
つ

な
が
る
大
会
が
あ
れ
ば
意
識
も
変
わ
る

ん
で
す
が
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
き
、連
盟
を
立
ち
上
げ
た
い
で
す
ね
」 

　
大
会
直
前
に
最
愛
の
母
を
亡
く
し
、

悲
し
み
を
押
し
て
の
出
場
だ
っ
た
と
目

頭
を
あ
つ
く
す
る
大
崎
さ
ん
。
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
て
十
年
が
た
つ

今
、
そ
の
良
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
日
々
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
合
併
目
標
時
期
ま
で
約
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
新
市
に
引
き
継
ぐ
ま
で
、
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
Ｗ
） 
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柿岡　 
大崎由起さん 
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⒃

　現在の医療福祉制度（マル福）は０歳児から２歳児までの医療費の助成を県と町とで負担して実施しています。 
平成16年4月1日からは少子化対策のひとつとして3歳児の医療費も町単独事業として助成することになりました。 
受給対象者は、平成12年4月2日以降生まれた方からです。ただし母子家庭・父子家庭・重度心身障害者に該当し
ている方は除かれます。所得制限も従来のマル福制度と同じで、父母のうち多い方の所得が401万円以上（扶養者
1人につき30万円加算）であれば該当しません。 
申請の受付を下記のとおり実地いたしますので、持参するものを確認のうえ申請されますようお知らせいたします。 
 
　　　 
 
　　●平成16年3月8・9・10日　●午前9時から午後5時まで　●八郷町役場国保医療課 
　　　　　　※受給対象者に該当すると思われる方には後日手続きの通知をお送りいたします。 

 
　　　　 
 
　　　（1）印鑑 
　　　（2）健康保険証 
　　　（3）保護者の預金口座のわかるもの（郵便局は除く） 
　　　（4）所得関係類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　（ア）平成12年4月2日から平成12年6月30日生まれの子どもがいる方で　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　平成14年1月1日現在、八郷町に住民登録のなかった方および未申告の方　　　 

　　　　　　　　平成13年中の所得のわかる課税証明・源泉徴収票等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　（イ）平成12年7月1日から平成13年4月1日生まれの子どもがいる方で　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　平成15年1月1日現在、八郷町に住民登録のなかった方・未申告の方　　　 

　　　　　　　　平成14年中の所得のわかる課税証明・源泉徴収票等 
 
 

　　　（1）受給期間 
　　　　　（ア）１日生まれの方は３歳の誕生月から４歳の誕生月の前月末日まで 
　　　　　（イ）２日以降生まれの方は３歳の誕生月の翌月から4歳誕生月末日まで 

　　　（2）不明な点については、役場国保医療課までお問い合わせください。 

●問い合わせ先　役場1階　国保医療課　内線1122・1127 

 

申請日時・場所 
 

持参するもの 
 

そ の 他 
 

申請日時・場所 
 

持参するもの 
 

そ の 他 
 

　高円宮妃殿下には、第50回日本花き生産者大会いばらき式典御臨席及び茨城県地方事情御視察

のため、2月23日（月）～24日（火）に御来県されます。本町には、24日に御来町されます。 

　つきましては、妃殿下を奉送迎する場所を設けますので、希望する方は予定時刻の15分前にお

集まりください。 

※奉送迎場所では係員の誘導・指示に従い、事故のないようにご協力をお願いします。 
●問い合わせ先　役場　秘書広聴課　内線1341・1342 

 
 

奉送迎日時・場所 
2月24日（火） 

 

 
フラワーパーク前　　午前 9 時50分ごろ 
八郷町商工会館前　　午前10時20分ごろ 

 

高円宮妃殿下の御来町に際し奉送迎場所を設けます 
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